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１． 2006 年 11 月の地震による狭義および広義余震のトリガーリング． 

2006 年 11 月 15 日と翌年 1 月 13 日に M8 クラスの巨大地震が千島列島沖で相次いで発生した．前者は

沈み込む太平洋プレートとのプレート境界で起きた低角逆断層型で，後者はその場所の海溝外側で沈み込

む太平洋プレート内（アウターライズ）で起きた最大級の正断層型の地震である．NEIC カタログによると，最

初の地震の余震は２つの群に分かれている．西北部の群れが本震断層周辺の余震であり，南西部の群れ

が本震によってトリガーされたアウターライズでのオフフォールト広義余震である．ハーバード大学 CMT カタ

ログに採取されているこの二つの群れにおける余震の発震機構は前者が逆断層型で後者が正断層型（第１

図）になっており，オフフォールト地震の誘発作用はクーロンの破壊応力変化からも裏付けられている．一般

に，プレート境界型巨大地震が発生した後は，このタイプの地震が起こりやすくなる．アウターライズの広義

余震の方が本震断層周辺の狭義の余震活動よりかなり活発であるのは興味深い． 

２．余震活動の経緯とその時空間的特徴． 

ＥＴＡＳモデルによる理論的累積数と比べるとこの余震活動は順調に減衰しているように見える（第２図）．

一体，アウターライズにおける巨大地震の前にして，これは余震活動に相対的静穏化が見られなかった例な

のであろうか？両地域の活動が共に順調に減衰したのであろうか？ 

そこで，ＥＴＡＳモデルの変換時間のもと，時空間的経過をプロットして見た．アウターライズの広義余震は

本震後２０日頃から静穏化し，狭義の余震は相補的に活発化するという様子が見られる（第３図）． 

３．狭義および広義余震活動の相補的変化を定量的に説明する物理モデル． 

この現象は，非地震性すべりを仮定したストレス変化で定性的に説明できる．すなわち, 11 月の本震の破

壊すべりで広義余震がトリガーされたが，同時にアウターライズのアスペリティ周辺の非地震性滑りも促進さ

れることも考えられる．この滑りによって，そのストレス変化がアウターライズの余震域の断層群に対してストレ

スシャドウとして働き自然な減衰活動が異常に低下し，狭義の余震域の断層群においてはクーロン破壊スト

レスが増加し余震活動がやや活発化したと考えられる（第４図）． 

ここでは非地震性の滑りによって両余震域のストレスのローディング率が変わったというモデルで Dieterich

の rate/state of friction 則に基づいてシミュレーション計算を行い余震の発生率変化の再現性を確認した

（第５図）． 

 (尾形良彦, 遠田晋次) 
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